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看護学実習における大学教員の調整行動の構造
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要　旨
　本研究の目的は，看護学実習における大学教員が行う調整行動について明らかにすることである．
看護系大学の教員 10 名に対し半構成的面接を行い，その内容を質的記述的に分析した．その結果，【受
け持ち患者に学生を受け入れてもらえる関係をつくる】【学生が指導者から指導を受けられる状況を
つくる】【協働して指導するために指導者を引き入れる】【支援者として学生の居場所をつくる】の 4
つの調整行動が見出された． そして，これらの調整行動は【経験から自分なりの指導スタイルをもつ】
ことを土台にして行われている構造が見出された．また，【支援者として学生の居場所をつくる】こ
とは，学生の学習意欲を高め，看護学生としてのアイデンティティ形成を助けることにつながりうる
行動であることが推察された．

キーワード　看護学実習，教員，調整

１．はじめに
看護学実習（以下，実習）は，看護実践につい

て，看護学生（以下，学生）を「知る」「わかる」
段階から「使う」「実践できる」段階に到達させ
るために不可欠な学習過程  1）であり，看護実践
能力を育成する上で重要な授業である．実習が行
われる場の多くは医療機関であり，患者の療養の
場に他ならない．ゆえに，患者の安全で安楽な療
養を保証しつつ，学生の実習目標が達成できる学
習の場であることが期待される．しかし，教育の
主導者である大学教員（以下，教員）と患者の療
養を支える臨地実習指導者（以下，指導者）は，
それぞれ異なる立場と責任があるため，学生指導
や実習に対する認識・理解にズレが生じやすいこ
とが問題とされている  1,  2）．教育の主導者となる
教員には，両者の認識にズレが生じないように，
あるいはズレが生じた場合は修正がなされるよ
う，調整を図る役割があると考える．また，臨床
の場には，刻一刻と場や患者の状況が変化し，看
護師をはじめ他職種，他スタッフや患者・家族な
ど多くの人々が関わり合うという特徴がある．そ
のために，不慣れな学生にとって緊張感が高く，
多くの困難が生じやすい．このような臨床の場を
“ 学習の場 ” として整えるためには，教員が指導
者と連携を取るとともに，その時々の状況や関わ
る人々に対し調整をしていくことが必要不可欠で

ある．しかし，看護系大学協議会が若手大学教員
を対象として行った調査  3）では，実習環境の整
備と指導方針の不一致の調整など，臨床の場との
調整の困難さが課題となっている． 

実習における教員の教授行動に関する先行研究
では，教授活動を概念化した研究  4- 7）や役割につ
いて明らかにした研究  8）などがある．それらの
研究には，実習における教員に必要な役割や能力
の１つとして，臨床の場や指導者との連携・調整
があると述べられてはいる．また，教員と臨床の
場との連携・調整に関する先行研究では，教師効
力と連携遂行行動の関連を明らかにしたもの
や  9），連携のタイミングや内容を調査したもの  10）

などが見られる．しかし，これらの研究は教員が
行う調整行動を具体的に示しているものではな
い． 

本研究の目的は，看護学実習における大学教員
の調整行動を明らかにすることである．実習にお
ける教員の調整行動やその意図を明らかにするこ
とができれば，実習における臨床の場との連携・
調整に困難感を抱く教員の教授活動に示唆を与え
ることができると考える．

用語の定義
調整行動とは，実習において，患者の療養の場

が学生への教育の場にもなるように，学生および
学生を取り巻く人や状況に対して，折り合いをつ
ける，より良い状況に整える，不足な部分を補う
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教員の行動．

２．研究方法
２. １　研究デザイン

質的記述的研究

２. ２　研究対象　
実習の流動性の中で突如必要となる調整場面に

ついて十分に語れることが必要であるため，所属
講座の実習指導を実習期間通して担当しており，
かつ病院に駐在する指導体制を取っている教員と
した．また , それらを語るには , ある程度の実習
指導の経験が必要となる．先行研究  11）では新任
教員を概ね２年目までと定義しており , これを参
考にして教員経験が２年以下の教員は除外した．

２. ３　データ収集方法
研究対象者に対し、参加観察と半構成的面接を

行った．データ収集期間は 2013 年 10 月～ 2015
年１月であった．

（１）参加観察
参加観察では，一回の単元の実習（２週間～３

週間）のうち，半日～１日ずつ，合計２～３日間
程度病棟に入り，研究対象者である教員の実習病
棟での行動を観察した．参加観察日は，実習日程
における教員の動き方を踏まえ研究対象者と相談
し決定した．教員が関わる人々（患者を除く）や
行動すべてを観察し，調整行動に関連する場面に
ついてフィールドノートにその状況および研究者
が感じたり考えたりしたことを記載した．

（２）面接
参加観察終了後，１名につき１回の面接を行っ

た（65 ～ 100 分）．参加観察で観察された教員の
調整や連携場面の行動を振り返ることから始め，
病棟スタッフや学生，患者への働きかけに関し，
その意図や背景にある考えを聞き取っていった．
面接の内容は，教員の承諾を得て，録音をおこなっ
た． 

２. ４　データ分析方法
録音データから逐語録を作成し，そのうち教員

が行っている調整行動とそれに関連する考えや出
来事について抽出し，意味のある文節で切片化し
ラベル名を付けた．似た特徴を持つラベルをサブ
カテゴリー，カテゴリーとして整理した．各カテ
ゴリー間の関係を検討し，カテゴリー全体を使用
して図式化した．分析の過程において質的研究の
指導者にスーパービジョンを受けた．

２. ５　倫理的配慮
石川県立看護大学倫理委員会の承認（看大第

157 号）を得たことに加え，研究参加者が所属す
る大学および実習を担当する病院に対しても各施
設の倫理審査委員会の規定に則り承認を得た．研
究参加者，看護部長・看護師長，学生に対しては、
研究依頼書を用い、研究の主旨、方法、および研
究の参加・協力は自由意思であること、同意・承
諾した後でも調査の中止が可能であること等の倫
理的配慮について説明を行い，研究同意書または
研究協力承諾書への署名により協力の同意・承諾
を得た。

３．結果
A 県と B 県の看護系大学２施設に勤務する教

員 10 名から研究参加の同意が得られた．研究参
加者から語られたデータを分析した結果，実習に
おける大学教員の調整行動について５つのカテゴ
リーと 19 のサブカテゴリーが抽出された．以下，
カテゴリーを【　】，サブカテゴリーを＜　＞，
カテゴリーの裏付けとなる語りの例を「斜体」で
記述した．なお，語りの中で意味が通じにくい箇
所には補足する言葉を（　）で示した．

３. １　研究参加者の概要（表１）
女性９名，男性１名で，看護師の臨床経験年数

は１～５年：６名，５～ 10 年：３名，25 年～：
１名（３～ 27 年），教員経験年数は３～５年：２
名，６～ 10 年：１名，11 ～ 15 年：４名，15 ～

性別 女性：9 名 男性：1 名

看護師経験年数 1～5 年：6 名 5～10 年：3 名 25 年～:1 名

教員経験年数 3～5 年：2 名 6～10 年：1 名 11～15 年 :4 名 16～20 年：1 名

21 年～：2 名

所属専門領域 基礎看護学：2 名  成人看護学：4 名

老年看護学：2 名  精神看護学：2 名

表１　研究参加者の概要
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20 年：１名，21 年～：２名（３～ 30 年，平均
14.2 年）であった．所属専門領域は，基礎看護学
２名，成人看護学４名，老年看護学２名，精神看
護学２名であった．

３. ２　 各カテゴリーの定義と説明および語りの
例（表２）

（１）【支援者として学生の居場所をつくる】
このカテゴリーは，学生が実習の場を居て良い

場所だと感じられるよう，教員が学生の支援者と
して振る舞うことを示し，＜教員は支援者である
ことを学生に示す＞＜学生の力を踏まえる＞＜学
生が居て良い状況を整える＞＜臨床の教育資源を
つかむ＞の４つのサブカテゴリーで構成された．

①＜教員は支援者であることを学生に示す＞
このサブカテゴリーは，学生が無用な困難感を

抱かないように支援的に関わることを意味する．
実習開始時に気を付けていることについて，教

員Ｆは，「初めての場所なので．学生はあまり実
習では過度に緊張しないほうがいいなと思ってい
るんですよ．なので，そういう面では，まず私が
緊張させない対象だということを学生に意識させ
るように関わります．」と語った．

教員Ｇは，病棟を離れる際に学生へ自分の所在
や行動予定を伝えていた理由について「やっぱり
学生はすごく支援というか，助けてほしいことも
あるだろうし−中略−いつでも行けますよとか， 
私は大体この時間帯に行くから何かあれば声をか
けられるよというニュアンスで（学生に）伝えて
いく．」と語った．

②＜学生の力を踏まえる＞
このサブカテゴリーは，学生を出来ない面だけ

でなく，思わぬ力もあると考え，“ 力を見込む ”
という捉え方をして行動することを意味する．

自分が担当している学生の実習態度を思い返
し，教員Ｄ，Ｂは，以下のように語った．「いるじゃ
ないですか．学内ではちょっとぱっとしないけど．

（でも，実習では）ちょっと生き生きしてすごく
変わる子がいるじゃないですか．やっぱり実戦派
と知識派と．」（教員Ｄ）．「成績悪くても，こうい
うところ上手く捉えてるねー，おもしろいねとい
うところがあるから，（学生を）あんまりできな
いって子達とは思っていない．」（教員Ｂ）．

③＜学生が居て良い状況を整える＞
このサブカテゴリーは，臨床の場が学生を受け

いれてくれるように行動することを意味する．
教員Ａは，看護師の許可を得た上で，医師が処

置を行う際の補助や処置後の片づけにスタッフの
ように関わっていた．その理由について，「救急
外来などで処置をする．ドクターが来て（処置を）
やるといった時に私が入っていても知っているか
ら違和感がないんですね．−中略−学生が横にい
ると（状況を）教えてくれるんですよ．学生の受
け入れがスムーズになる．」と語った．

教員Ｅは，積極的に学生と日常生活援助を行い，
学生から看護師へ報告させることを行っていた．
その実習のやり方について「（病棟の看護師が）
学生の実践から学ぶべきことはあるでしょうって
いう意味での刺激になるんじゃないかなって

（思って取り組んでいる）．そのために我々は実習
に入っているんだよというふうなことを臨床側が
わかってほしい．」と語った．

④＜臨床の教育資源をつかむ＞
このサブカテゴリーは，臨床側の実習指導に対

する姿勢や体制を把握し，どこまで指導を任せる
ことが出来るかを見極めることを意味する．

教員Ｈは，指導者による学生への指導に関して
は，ほとんど介入しないというスタンスを取って
いた．その理由について「学生の指導に関しては，
すごく熱心にやってもらっているなという様子が
すごく分かるので．学生の取ってきた情報という
のを聞き流さないで，それを活かしてくれる（か
ら，自分は関わらなくて良い）．」と語った．

２つの病棟を担当している教員 F は，毎朝同
じ病棟から入り，その病棟にいる時間が長いとい
う状況が見られた．その理由について「〇病棟は
何となくそこまで任せられないんですよね．記録
の確認は取りあえず指導者さんだけど，日々の報
告とかケアを見てもらうのはサイドの看護師さん
ということがあるんです．」と語った．

（２） 【受け持ち患者に学生を受け入れてもらえる
関係をつくる】

このカテゴリーは，学生と患者のそれぞれの特
性を踏まえたうえで，学生と患者の良い関係を構
築することを示し，＜学生が受け持つ患者を理解
する＞＜受け持ち患者への負担を最小にする学生
の態度をつくる＞＜患者へのケアの安全と安楽を
保証する＞＜学生のレディネスと実習目標に沿っ
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表２　看護学実習において教員が行う調整行動を構成するカテゴリー

カテゴリー サブカテゴリ― 下位カテゴリー

支援者として学生の

居場所をつくる

教員は支援者であることを学生

に示す

学生に支援的に関わる

学生の頑張りを認める

学生と教員の関係に注意をはらう

教員間の連携をとる

学生の力を踏まえる 学生の思わぬ力を見込む

学生の未熟さを踏まえる

学生が居て良い状況を整える 学生が居やすい場をつくる

病院が実習を引き受ける意義を臨床と共有する

学生への苦情に対応する

臨床の教育資源をつかむ 管理者の指導姿勢を感じ取る

指導者の指導姿勢をつかむ

指導体制を把握する

受け持ち患者に学生

を受け入れてもらえ

る関係をつくる

学生が受け持つ患者を理解する 疾患や経過による特徴を踏まえて患者を理解する

患者の情報を得てアセスメントする

受け持ち患者への負担を最小に

する学生の態度をつくる

患者を消耗させない立振る舞いや関わりを指導する

学生に患者の気持ちを考えるよう促す

学生に自分を客観視させる

患者へのケアの安全と安楽を保

証する

受け持たれることの患者の負担に配慮する

学生-患者関係のトラブル回避と早期対応をする

学生が安全なケアが提供できるよう整える

学生のレディネスと実習目標に

沿って患者を選定する

学生と患者の特徴を考慮して組み合わせる

実習目標に見合う患者を見極める

状況を判断し患者を変更する

学生と患者の間に入る度合いを

加減する

学生と一緒に患者に関わる時期や程度を加減する

学生と一緒に患者に関わる

学生と患者の関係を見守る

学 生 が 指 導 者 か ら 

指導を受けられる状

況をつくる

学生の学習態度を引き上げる 学生の自主性を引き出す

学生のモチベーションを上げる

学生に指導者への関わりをガイドする

学生を教員の行動に巻き込む

学生と指導者の相互理解を取り

持つ

指導者に学生の態度や学習の実情を理解してもらう

指導者の学生の捉え方を確認する

指導者の発言の意図を学生に翻訳する

学生と指導者の関わりの中に入る

学生と指導者に互いのことを肯定的に伝える

指導者が学生に向き合う条件を

整える

学生と指導者で実習が進むよう仕向ける

教員が学生を指導しすぎない

指導者のモチベーションを高める

学生に指導者への配慮を示す立振る舞いを指導する

指導者と学生について話し合う

協 働 し て 指 導 す る 

ために指導者を引き

入れる

実習指導の協働者であることを

示す

指導者に教員が好印象を与えるように振る舞う

教員が実習指導に限らずスタッフとｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとる

指導者にごまをする

指導者が教員に近づきやすい雰囲気をつくる

意にそぐわない状況にも立場を

変えて考える

教員が臨床の状況を慮る

教員が意にそぐわなくとも要求を受け入れる

大学と病院の関係を考えて意見を言わない

指導しながら指導者と歩調を合

わせる

指導者と看護について話し合う

指導者に期待する役割を伝える

教員の役割を説明する

患者への関わりは指導者の強みと伝える

指導の中で教員と指導者の関係を形成する

指導者と指導方針・役割のバランスをつけていく

指導者と補完しあう関係をつくる

教員の各スタッフへの関わるバランスを取る

指導者を動かす 指導者の特徴を踏まえた指導依頼をする

スタッフの指導の特徴を見極める

指導者の上司のパワーを活用する

効果的な依頼ルートを見極める

指導者を実習指導に巻き込む

依頼に了解が得られるよう根回しする

指導者の看護や指導へのこだわりをさぐる
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て患者を選定する＞＜学生と患者の間に入る度合
いを加減する＞の５つのサブカテゴリーで構成さ
れる．

①＜学生が受け持つ患者を理解する＞
このサブカテゴリーは，学生に具体的指導がで

きるよう，教員が患者を理解することを意味する．
教員Ａは，学生が受け持ち患者に会う前に，挨

拶の練習をさせていた．その理由について，「（受
け持つことを）いいよって言ってくれていてもな
かなか患者さんは尋常ではいられないもの．急性
期の手術前の患者さんだから非常に（精神的な）
緊張が強い（から学生が患者に負担を与えない関
わりが必要）．」と語った．

教員Ｆは，学生が認知症患者のケアに入る際，
積極的に一緒に関わっている様子が見られた．そ
の理由について「コミュニケーショﾝのとりにく
い方は，学生も取りにくいと思っているから学生
と一緒に．関わりの難しさを（学生と）共有した
り，それはします．学生に ” こんなんしてみたら ”
という提案も具体的にできるから．」と語った．

② ＜受け持ち患者への負担を最小にする学生の態
度をつくる＞
このサブカテゴリーは，受け持ち患者への負担

が最小限となるよう学生の立ち振る舞いを指導す
ることを意味する．

教員Ａは，学生が患者と対面する前に，コミュ
ニケーションの取り方を事例をもとにディスカッ
ションさせていた．その理由について「学生の様
子を見ながら（コミュニケーション力を）査定し
ているんです．そこが，もう多分無理だなと思う
子は徹底的に練習させてから行かせる．“ 患者さ
んのところに言ってまず何しゃべる？ ” って予備
訓練をするんです．」と語った．

③＜患者へのケアの安全と安楽を保証する＞
このサブカテゴリーは，患者が学生に受け持た

れることで，身体的・精神的な安全と安楽が阻害
されないよう配慮することを意味する．

教員Ｇは，毎日決まったタイミングで患者の病
室をラウンドしていた理由について「口では言わ
ないけど， やっぱり表情とかでなんとなく分かる
こともあるだろうし，とにかく毎日顔を合わせる
ことで私自身にも慣れていただく．何かあったと
きに， 学生に言えないことがあったら私に言って
もらうなりするために．」と語った．

教員Ｄは，看護の方向性については，病棟の方
針に合わせることを重視していた．その理由につ
いて「歩行訓練をしていた患者さんも，本当は私
的にはどんどん離床させてやっていきたいと思う
けれど，転倒させてしまったりするリスクもある
から．私と（学生が）一緒にやっていて（患者に）
何かあってもまずいから，看護師さんに見てもら
いながらできるよう依頼します．」と語った．

④ ＜学生のレディネスと実習目標に沿って患者を
選定する＞
このサブカテゴリーは，受け持ちを決定する際

に，患者と学生の両者に不利益がない組み合わせ
を調整することを意味する．

今までの患者の選定の方法や体験について，教
員Ｆは「（課題がある学生には）関わりやすい，
コミュニケーションが取りやすいという方を優先
するか，もしくは疾患が簡単というか，能力に合
わせたといったらおかしいんですけど，関わりが
見えやすいような人にしてもらうとか，現場の人
と話し合って決めます．」と語った． 

⑤＜学生と患者の間に入る度合いを加減する＞
このサブカテゴリーは，学生と患者の関係を阻

表２　看護学実習において教員が行う調整行動を構成するカテゴリー（つづき）

カテゴリー サブカテゴリ― 下位カテゴリー

経験からつくられた 

自分なりの指導スタ

イルをもつ

自分の指導に不確かさを

感じる

自分の指導において不足しているものを自覚する

自分の実習指導の不確かさを心の隅に感じる

失敗経験から自らの指導・

調整を見直すきかっけとする    

調整不足により学生が不利益を被った経験

看護師としての思考を軸にした指導で失敗した経験

学生の自主性に任せて失敗した経験

学生の気持ちや思考を受け止めていない経験

自分なりの指導スタイル

をもつ

自分の看護観を指導に反映させる

実習指導では学習目標を重視する

実習指導の教員は黒子的存在である

学生に看護師としての種を蒔く

学生に看護の楽しさを自らつかむ姿勢を求める
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害しないことに注意を払いながら，両者の関係形
成をサポートすることを意味する．

教員が患者との関わり方の意図について教員
Ａ , Ｄは以下のように語った．「（ベットサイドに）
行き過ぎると，患者さんは , 私にしかしゃべらな
いんです．−中略−特に術前はまずいですね．術
前は行ってしまうと，私ばかりになってしまって
学生がそっちのけになっちゃうんですよ．」（教員
Ａ）．「学生と一緒に出向いていってここで一緒に

（関わる）．案の定，学生は全然，なかなか上手く
言葉も挨拶も出来なくて言葉も出ないと．私が関
わってみせる，手本を見せるというのかな．」（教
員Ｄ）．

（３） 【学生が指導者から指導を受けられる状況を
つくる】

このカテゴリーは，学生と指導者のつながりを
強めるよう指導者と学生に働きかけることを示
し，＜学生の学習態度を引き上げる＞＜学生と指
導者の相互理解を取り持つ＞＜指導者が学生に向
き合う条件を整える＞の３つのサブカテゴリーで
構成される．

①＜学生の学習態度を引き上げる＞
このサブカテゴリーは，学生の学習への自主性

やモチベーションが高まるよう働きかけることを
意味する．

教員Ｇは，カンファレンスで学生による進行が
滞っても発言をせず見守っていた．その意図につ
いて「正解とかそんなんじゃなくて，自分が今何
をやっとって， それを横（学生同士）からもちゃ
んと意見をもらった上で，その上で（指導者に）
きちんとアドバイスをもらうんだぞと．だから 
まずあなたたちがちゃんと伝えられるように準備
しほしいと（いう意図がある）．」と語った．

教員Ｄは，学生に強く指導した後の行動につい
て「昨日ちょっときつめの言い方で指導している
から，やってきたらフォローしようと思っていた
んですよ．最終的にできたから，やればできるじゃ
ないって褒めて今日の実習に出しました．」と語っ
た．

②＜学生と指導者の相互理解を取り持つ＞
このサブカテゴリーは，指導者に学生の実状を

理解してもらうと共に，学生と指導者の互いの言
動が示す意図を理解しあえるよう教員が各々に代
弁することを意味する．

教員Ｂは，カンファレンスでの自分の役割につ
いて「時々指導者さんからのコメントとか助言と
かが，臨床に働いていれば，あーあーその感覚ねっ
てわかるようなことが学生には伝わらなかったり
することがあるので，その説明をするときもあり
ます．今指導者さんが言われたことはこういうこ
とだよーって．」と語った．

教員Ｆは，休憩時などに指導者の熱心な態度や
やさしい人柄について学生に話す場面が観察され
た．その理由について「どっち側（学生と指導者）
にも “ この子はこんな感じでいい人なの，こうい
うところもがんばっているんですよ ” ということ
を伝えたり “ この人はこんな感じでいい人なの
よ”とかってそんな感じですかね．とにかく丸く．
怖がっていたら学生も動けないし，そんな学生を
見ると指導しにくいですよね．」と語った．

③＜指導者が学生に向き合う条件を整える＞
このサブカテゴリーは，指導者が学生に関心を

向け，指導しようとする気持ちが高まるよう学生
および指導者に働きかけることを意味する．

過去の実習指導経験を想起し，教員Ａ , Ｃは，
以下のように語った．「何か（指導）が必要だな
と思っても，なるべく学生とスタッフで解決でき
るように仕向けないといけないなというのはあり
ますね．」（教員Ａ）．「この看護師さんとこの学生
の組み合わせはやばいぞと思うと，一応看護師さ
んに振ってみます．“ すみませんけど，この子，
まだここまでいけてないので，やんわりと ” って
話しておく．」（教員Ｃ）．

（４） 【協働して指導するために指導者を引き入れ
る】

このカテゴリーは，教員が指導者との協働体制
をつくることを示し，＜実習指導の協働者である
ことを示す＞＜意にそぐわない状況にも立場を変
えて考える＞＜指導しながら指導者と歩調を合わ
せる＞＜指導者を動かす＞の４つのサブカテゴ
リーで構成される．

①＜実習指導の協働者であることを示す＞
このサブカテゴリーは，一緒に学生指導をして

もらうために，指導者に教員を受け入れてもらう
よう行動することを意味する．

教員Ａは，病棟で看護師や師長に実習指導以外
の話題で話しかけ，和やかな時間を持つ様子が頻
回に見られた．その行動の理由について「しゃべっ



石川看護雑誌 Ishikawa Journal of Nursing Vol.17, 2020

− 55 −

ても大丈夫だなって人には，何でもいいんです．
別に今日のお弁当の話でも何日ごろからしゃべっ
ておけば大丈夫なんです．日ごろからくだらない
話でもいいからしゃべっておけば，いざという時
にそれが（学生指導に）役に立って．」と語った．

教員Ｂは，現在，折り合いが良くない指導者が
いることを認識しており，その指導者との関係の
取り方について「指導者と自分との関係があんま
よくないってのが（ある．），学生の指導がちょっ
とおろそかになったりする方なので・・・．それ
はちょっとなんだろう・・学生に申し訳ないので，
ちょっとゴマすりにいったりもしますけど．
ちょっとにこやかに話かけて，ご機嫌どうです
かっていう雰囲気をだす．」と語った．

②＜意にそぐわない状況にも立場を変えて考える＞
このサブカテゴリーは，学生への不利益な状況

や提案に対し，指導者の状況や今後の関係性を考
えて対応を判断することを意味する．

指導の方向性について指導者とズレが生じた際，
教員の要望を伝える上での考え方について，教員
Ａは「やっぱりどうしても忙しい時はそう（学生
への関わりが不十分）なってしまうから．その事
情もわかるし．かといってこちらの意図ばかり押
し付けてもできること，できないことがあるし．
面倒を見てもらわないといけないから．」と語った．

ある学生の受け持ち患者が常に不快症状を訴え
てくることから，師長から患者の変更の依頼が
あった．教員は，受け持ち変更に納得できなかっ
たが，それを受け入れ，最後に学生から患者に挨
拶させたいと伝えた．しかし許可は得られず，教
員は，それも受け入れた．その時の判断に対し，
教員Ｄは，以下のように語った．「私はせめてご
挨拶ぐらいさせていただきたかったんですけど，
あそこまで（病室にいかないでほしいと）いわれ
たら私もこれは引かないと，後々の関係性が悪く
なって実習，受け入れてもらえなくなると，もっ
と問題なので．」

③＜指導しながら指導者と歩調を合わせる＞
このサブカテゴリーは，学生の指導を進めなが

ら，指導者と教員の指導方針や役割のバランスを
調整していくことを意味する．

教員Ｆは，指導の方針を指導者と合わせる方法
について「一応折り合いをつけていきながら，決
してこっち側のやり方だけで押すというつもりは
ないので，柔軟に対応できるように．結局は指導

者さん側が指導しやすいようにしてもらいたいの
で．」と語った．

④＜指導者を動かす＞
このサブカテゴリーは，学生が不利益を受ける

ことなく指導者による指導が受けられるよう仕向
けることを意味する．

教員Ａ , Ｅは，過去の実習指導体験を想起し，以
下のように語った．「スタッフにかかわる時にいろ
いろ（やり方が）あって．職員の職務，師長，副
師長．やっぱり考え方が違うんですよ．だから，
そのへん（職務による）の入り方（関わり方）も
実は考えているんです．」（教員Ａ）．「トイレ誘導
みたいな時に，看護師さんにお願いしてみたいな
感じの時にお願いした看護師さんが “ それならト
イレ行こうか ” みたいなかたちで言ってくださっ
た−中略−このスタッフだったらわかってくれそ
うだなみたいな人は学生に“あの人にちょっと言っ
てみて ” みたいな感じで（助言する）．」（教員Ｅ）．

（５） 【経験からつくられた自分なりの指導スタイ
ルをもつ】

このカテゴリーは，過去の指導経験から自らの
指導方法を省察するとともに，教員が調整行動を
行う際の自分なりのやり方や信条・信念をもって
いることを意味する．＜自分の指導に不確かさを
感じる＞＜失敗経験を自らの指導・調整を見直す
きっかけとする＞＜自分なりの指導スタイルをも
つ＞の３つのサブカテゴリーで構成される．これ
らは , 調整行動そのものではなく、他の４つの調
整行動の土台となるカテゴリーであった．

①＜自分の指導に不確かさを感じる＞
このサブカテゴリーは，教員が実習指導におけ

る自分の不足点を自覚し，自分の指導に不確かさ
を感じていることを意味する．

カンファレンスの場面で，学生へ教員が指摘し
た際，学生は表情を硬くし言葉少なに返答してい
た．この場面について，教員 C は，以下のよう
に語った．「結局，ぶーたれちゃったということ
は（教員の指導内容が）気に入らないんですよね．
嫌な思いをさせてしまったら，やっぱり（教員の
指導が）入らないと思うんですね．それってあま
りうまいやり方じゃないなと思うので．実際に自
分，教育学ということを全然知らないしわかって
ないし，免許も持ってないし．−中略−本当に自
分のやっていることはこれでいいのかなっていう
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のはものすごく怖いです．」

② ＜失敗経験を自らの指導・調整を見直すきっか
けとする＞
このサブカテゴリーは，学生への指導が上手く

いかなかった経験を契機に，自らの指導や調整方
法を見直すことを示す．

教員Ｂは，前クールの実習で受け持った学生へ
の自分の関わり方を想起して，次のように語った．

「ちょっと反省していて．なかなか自分で考えら
れない（学生）とわかりながらも “ 考えろ考えろ，
自分で動いてやれ ” って言っていたので．結果的
に動けなかったので，ああいう子にはもうちょっ
と・・こう，教員らしく指導していく必要があっ
たのかなと思う．」

教員Ｅは過去の実習経験を想起し，次のように
語った「その時にしまったと反省したんですけど，
まずはこっちで根回しをして，こういうふうな意
図で学生は学生になりに苦しんでいたんですよと

（伝えておくべきだった）．−中略−（根回しがな
かったがために）そういうふうにガンとこられ
ちゃったもんだから学生は泣きますし．」

③＜自分なりの指導スタイルをもつ＞
このサブカテゴリーは，教員が指導や調整を行

う際に自分なりのやり方や信条・信念をもってい
ることを意味する．

教員Ｅは，学生の受け持ち患者に関し，自ら医
師に座位保持の許可を得て，積極的に患者の離床
を進めていた．それらの行動について「（脳血管
障害の患者は）覚醒を上げなきゃいけないから，
そのためには生活リズム（を整えることが必要）．
だから，自分が学生とどんどんケアに入って離床
を促す指導方法になる．やっぱりそういうふうな
老年看護観，イコール教育観って全部（指導に）
つながっているんです．」と語った．

教員Ａは，救急外来の実習時，初対面の救命士
に積極的に話しかけ，顔を合わせる医師や看護師
に親しげに話しかける行動をとっていた．その行
動の理由について「（実習中の）ちょっとしたわず
かなコミュニケーションの積み上げというのが，
いざというときに（学生への対応が）全然違うなっ
ていうのはある．どちらかというと，自分の中の
バージョン（実習のやり方）ですね．」と語った．

黒い四角：調整行動のカテゴリー 

矢印  ：調整行動が集約される方向

【協働して指導するために

       指導者を引き入れる】

＜実習指導の協働者であることを示す＞

＜意にそぐわない状況にも立場を変えて考える＞

＜指導しながら指導者と歩調を合わせる＞

＜指導者を動かす＞

【学生が指導者から

   指導を受けられる状況をつくる】

＜学生の学習態度を引き上げる＞

＜学生と指導者の相互理解を取り持つ＞

＜指導者が学生に向き合う条件を整える＞

【受け持ち患者に学生を

     受け入れてもらえる関係をつくる】

＜学生が受け持つ患者を理解する＞

＜受け持ち患者への負担を最小にする学生の態度をつくる＞

＜患者へのケアの安全と安楽を保証する＞

＜学生のレディネスと実習目標に沿って患者を選定する＞

＜学生と患者の間に入る度合いを加減する＞

【支援者として学生の居場所をつくる】

＜教員は支援者であることを学生に示す＞

＜学生が居て良い状況を整える＞

＜学生の力を踏まえる＞

＜臨床の教育資源をつかむ＞

【経験からつくられた自分なりの指導スタイルもつ】

＜自分の指導に不確かさを感じる＞

＜失敗経験を自らの指導・調整を見直すきっかけとする＞

＜自分なりの指導スタイルをもつ＞

図１　 看護学実習において大学教員が行う調整行動の構造
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３. ３　 看護学実習において大学教員が行う調整
行動の構造（図１）

実習の場において教員は，それぞれの看護観や
学生観 , 指導観に基づいて【経験から自分なりの
指導スタイルをもつ】ており，このスタイルは，
調整行動を行う上での土台となっていた . 調整行
動として教員は，実習期間中のどの時期において
も，学生と患者，学生と指導者との関係に注意を
払いながら【受け持ち患者に学生を受け入れても
らえる関係をつくる】，【学生が指導者から指導を
受けられる状況をつくる】ことを行っていた．そ
して，学生の人間関係形成を整えつつ，実習を展
開させるにあたり【協働して指導するために指導
者指導者を引き入れる】ことで指導者との実習指
導における協働体制をつくりだしていた．これら
の調整行動を行うことで，実習を学習の場として
整えていた．また，学生が臨床の場に順応できる
よう【支援者として学生の居場所をつくる】こと
をおこなっていた．【受け持ち患者に学生を受け
入れてもらえる関係をつくる】，【学生が指導者か
ら指導を受けられる状況をつくる】，【協働して指
導するために指導者指導者を引き入れる】調整行
動は，教員が支援者であることを学生に示し，学
生の学習の場づくりを行う行動であり ,【支援者
として学生の居場所をつくる】ことに集約される
行動であった．

４．考察
４. １　看護学実習における教員の調整行動の特徴

教員の調整行動には，【受け持ち患者に学生を
受け入れてもらえる関係をつくる】と【学生が指
導者から指導を受けられる状況をつくる】に示さ
れる “ 学生と患者，学生と指導者との関係性をつ
くるための調整行動 ” と【協働して指導するため
に指導者を引き入れる】に示される “ 教員が指導
者と実習指導における協働体制をつくるための調
整行動 ”，そして【支援者として学生の居場所を
つくる】に示される “ 学生を臨床の場に順応させ
る調整行動 ” があった . そして，この４つの調整
行動は【経験から自分なりの指導スタイルをもつ】
という “ 教員個々が持ち合わせている指導スタイ
ル ” に依拠しているという特徴があった．

“ 学生と患者，学生と指導者との関係性をつく
るための調整行動 ” に関し，教員は受け持ち患者
への負担を最小にする学生の態度をつくる＜学生
の学習態度を引き上げる＞に示されるように，学
生が患者および指導者に受け入れてもらえるよう

に学生の立ち振る舞いや学習に対する姿勢を整え
ることを行っていた．ここでは，「受け入れても
らえるよう」整えていることが特徴的だと考える．
人間関係を保つ上で基本的なマナーや印象は非常
に重要である．ましてや健康障害を持つ患者に不
快な思いをさせないために気遣いをすることは看
護の基本的な姿勢と言える  12）．患者や指導者に
与える学生の印象が悪ければ援助関係や指導関係
が成立しないことを踏まえ，教員は事前オリエン
テーションや実習の折々の場面で学生に立ち振る
舞いのあり方を伝えているものと考える．

また，学生と患者の関係，学生と指導者の関係
への介入の仕方にも特徴が見られた．教員は学生，
患者それぞれの特徴と，その時におかれた患者の
状況を安全・安楽の視点で捉え＜学生と患者の間
に入る度合いを加減＞していた．また，学生，指
導者それぞれの特徴を捉え＜指導者が学生に向き
合える条件を整える＞ことの１つとして，学生に
指導しすぎないよう指導の度合いを加減してい
た．「調整する」とは何かしら介入する行動をイ
メージするが，自分が入らない，入り過ぎないと
いう調整行動は先行研究や書籍では説明されない
内容である．

さらに教員は，【協働して指導するために指導
者を引き入れる】状況をつくるために，自分自身
が＜実習指導の協働者であることを示す＞ことを
行っていた．その具体的方法として自分が相手に
好意的な印象を与えるよう振る舞い，時にごまを
するようなコミュニケーションを取っていた．そ
して，＜意にそぐわない状況にも立場を変えて考
え＞，指導者への負担を鑑みながら役割分担のラ
インを相手に歩調を合わせるように調整してい
た．これらの教員の謙った姿勢は，実習を臨床の
場に「受け入れてもらっている」という立場が影
響していたと考える．大学の若手教員が実習で感
じる困難の１つとしても「実習場所における立場
の弱さ」が挙げられている  5）．教員の行動は，そ
の後の実習の受け入れへの影響を鑑みた調整行動
になっていることが推測された．逆に，実習以外
で研究指導などの関係がある教員は，「実習施設
との関係が良い」と語っており，実習においても
自分の意見をしっかりと伝えていた．実習以外の
関係をつくることや臨床側に実習を受け入れるメ
リットを感じてもらうことは，実習調整をスムー
ズに行う手立てになると考える．
【支援者として学生の居場所をつくる】という

行動では，教員は＜学生の力を踏まえる＞ことと
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＜臨床の教育資源をつかむ＞ことを行い，学生の
能力と臨床の教育力にあわせて＜支援者であるこ
とを学生に示す＞態度をとっていた．また，＜学
生が居て良い状況を整える＞ために，まず自分が
臨床の場と人に馴染むという行動を取っていた．
自分が顔なじみとなり，指導者などと関係形成す
ることで，指導者の学生に対する受け入れ姿勢を
良くしようとしているものと考える．浅川ら 13）は，
看護学実習における学生の学びの構造を調査した
研究で，指導者や看護師が学生を受け入れている
か否かに関する学生の認識が，学生が実習に取り
組む姿勢に大きな影響を与えると述べている．教
員は，自分が学生に支援的な姿勢で関わることや，
臨床の場から受け入れてもらえるよう行動するこ
とが，学生の精神面や学習面に影響することを経
験的に捉え，行動にしていると推察する．
【受け持ち患者に学生を受け入れてもらえる関

係をつくる】と【学生が指導者から指導を受けら
れる状況をつくる】【協働して指導するために指
導者を引き入れる】の３つの調整は，学生に関わ
る人間関係を整え，臨床の場に学習環境を作る行
動と言える．つまり，臨床の場に学生が学習者と
して受容される状況をつくるための行動と捉える
ことができ，【支援者として学生の居場所をつく
る】ことにつながる調整行動にもなっていた．実
習において教員が行う調整は，学生の居て良い場
所を整えることに集約されていく構造があると考
える．

４. ２　 【支援者として学生の居場所をつくる】こ
とが学生に与える意味

看護学実習において，指導者と教員の役割を示
した文献  3,  14,  18）はいくつかあるが，今回の研究で
得られた「居場所をつくる」という意味合いをも
つ役割は先行研究では示されていない．

広辞苑  19）による「居場所」とは「いるところ，
いどころ」と示されており，本来は物理的な空間
を示す言葉である．しかし，近年は心理学的な意
味における「居場所」が学問的に論じられるよう
になっている  20）．心理学的な意味を持つ「居場所」
とは，不登校の子供の問題を発端とし，1992 年
に文部省が出した不登校に関する報告書  21）にお
いて，学校が「心の居場所」の役割を果たす必要
性を提唱したことを機に使用されるようになっ
た  22）．それ以降，「居場所」については，教育学
や心理学の分野においての論考や研究報告が広く
報告されてきている．

北山  23）は，「居場所」を身の置き場と表現して
おり，それは物理的な空間と言うよりは社会的位
置を示しており，つまりは心理的要因が含まれて
いると述べている．都筑  24）は，「居場所」は物
理的な場所と安心した心理状態の両方を含ん
だものであり，そこでは他者とのつながりが
存在していると論じている．また , 則定  25）は ,

「居場所」を「心理的居場所」という表現を用
いて心の拠り所となる関係性や安心感があり，
ありのままの自分を受容される場所と定義し
ている．これらの論考に共通する視点は，「居
場所」が物理的空間と心理的側面の両方の意
味を持つということと，社会的位置づけが「居
場所」に結びつくということである．社会的
位置づけや人との関係性が「居場所」をつく
る重要な構成要素だと論じている研究は他に
も多く見られる  26- 28）．「居場所」とアイデンティ
ティの関係を指摘する研究も複数報告されて
いる．吉川ら  29）は，大学生を対象にアイデン
ティティ尺度と居場所条件尺度を使用し大学
生のアイデンティティの確立に「居場所」が
どのように関係しているかを調査している．
その結果「受容される場所」と「成長できる
居場所」がアイデンティティの確立に関係す
ることを報告している．つまり，「居場所」が
保証されることは，アイデンティティを形成
する基盤となりうると考えられる．

この研究の結果で得られ教員の「居場所をつ
くる」調整行動は，物理的空間を示す「居場所」
だけではなく，学生の心理的な「居場所」, つ
まりは臨床の場を学習の場として，学生が心
の拠り所となる関係性や安心感を持ち，自分
を受容される場所と感じられるよう整える行
動になっていると考える．教員が臨床の場と
人に馴染むよう行動したり，＜教員は支援者であ
ることを学生に示す＞ため支援的に学生に関わ
ることは，学生に心理的な安定を促す行動で
あり，つまりは学生に「居場所」を認識させ
ることにつながるといえる．さらに「居場所」
をつくる行動は学生の学習意欲を高め，自主
的な学習を引き出し，さらには，看護師とし
てのアイデンティティ形成を助けることにつ
ながりうる行動であることが推察された．以
上のことから，教員が「学生の居場所」を整
えることは，学生が安心するだけでなく，学
習意欲を高めることにおいて重要な行動に
なっていることが示唆された． 
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４. ３　指導スタイルの確かさと不確かさ
教員は，教員経験年数に関係なく，＜自分の指

導スタイルを持つ＞ていた．その指導スタイルは，
学生観，看護観，教育者観や指導観などの考え方
が土台となりつくられていた．教員の多くは，教
育経験年数に関わらず，「看護学は実践を導く知
識の体系である．」「看護教員は看護観を明確に
もっていなくていけない」「看護教員は学生の成
長に責任がある」などという看護観・教育観を持っ
ているとされる  30）．本研究においても，教員は
自分なりの土台を持っており，その内容は先行研
究と一致していた．この指導スタイルは普遍的な
ものではなく，過去の＜失敗経験を自らの指導・
調整を見直すきっかけ＞として，変化しうるもの
であった．藤岡  2）は，教員は気づきを得て自己
成長をはかる能動的な存在として生涯学びつづ
け，職能的にも人間的にも成長していくものであ
ると述べている．失敗経験を振り返る行為は，確
かな指導スタイルを作り上げる過程となってい
た．

一方で，教員経験を重ねても自分の指導によっ
て学生が負の反応を示した経験や，他教員の指導
と比較し＜自分の指導に不確かさを感じる＞とい
う状況があった．自分の指導スタイルに不足点を
自覚し，自分の指導がこれでよいのかという指導
スタイルへの不確かさを感じていた．この不確か
さは，教員の学びが自己解決型，自己訓練型の学
び方に委ねられているところにあると考える．振
り返りをすることは教員の成長を促すものである
が，実習指導力の質を教員個人の振り返りに委ね
る の で は な く，FD（Faculty　Development）
などを活用し振り返りを共有していく必要性があ
ると考える．

５．研究の限界と課題
本研究の対象は，終日病棟に駐在する指導体制

をとる教員であった．駐在体制を取らない教員や
実習病院が大学附属の場合は，本研究とは異なる
調整行動を取ることも考えられる．本研究は，教
員の調整行動を明らかにすることを目的とした
が，今後は教員の調整行動の結果，学生にどのよ
うな影響を与えるかを明らかにしてく必要があ
る．

６．結論
看護学実習において大学教員が行う調整行動と

して，【受け持ち患者に学生を受け入れてもらえ

る関係をつくる】【学生が指導者から指導を受け
られる状況をつくる】【協働して指導するために
指導者を引き入れる】【支援者として学生の居場
所をつくる】の４つの行動が明らかとなった．こ
れらの調整行動は【経験からつくられた自分なり
の指導スタイルをもつ】こと土台にして行われて
いた．
【受け持ち患者に学生を受け入れてもらえる関

係をつくる】【学生が指導者から指導を受けられ
る状況をつくる】【協働して指導するために指導
者を引き入れる】の３つの調整は，臨床の場に学
生が学習者として受容される状況をつくるための
行動と捉えることができ，【支援者として学生の
居場所をつくる】ことにつながる調整行動である
ことが見いだされた．
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The Structure of Faculty’s Adjustment Behavior 
in the Nursing Practicum

Yukie TAMURA，Naoko MARUOKA

Abstract
　In this study, we aimed to clarify the adjustment behavior of faculty in nursing practice. We 
qualitatively analyzed data from semi-structured interviews conducted with 10 faculty members of 
a nursing college. Based on the analysis, four categories of adjustment behavior were identified. 
The first category included that faculty create relationships that allow patients to accept students. 
The second category included that faculty create a situation where students can be taught by 
instructor of nursing practice. The third category included that faculty involve the instructor of 
nursing practice in to collaborate and teach of nursing practice. The fourth category included that 
faculty create student mental stability as a supporter. We found that these four adjustment 
behaviors were based on having their own teaching style gained from teacher experience. It was 
guessed that creating a student's place as a supporter could be an action that could increase the 
student's motivation to learn and help to build identity as a nursing student.
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